
彩 北 た よ り 

 

た
よ
り 

 

    

ハ
ー
ト
ピ
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会 

〇
令
和
７
年
度
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ス
ポ
ー
ト
の 

受
付
申
請
に
つ
い
て 

 

令
和
７
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
平
野
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
４
月
以
降
の
月
例
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
も
受
付
可
能
で
す
。 

登
録
者
は
参
加
回
数
（
月
数
）
で
完
歩
賞
・
努
力
賞
等
の

記
念
品
も
有
り
ま
す
。 

時 

間 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

 

交 

付 

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
又
は
平
野
市
民
活
動
セ
ン 

 
 

 
 
 

タ
ー
窓
口
ま
で 

☎
25-

２
２
２
０ 

〇
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

❖
４
月
ウ
ォ
ー
ク 

「
観
桜
：
平
野
桜
巡
り
コ
ー
ス
（
約
６
㎞
）」 

 

と 
 

き 

４
月
５
日
（
土
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

集
合
時
間 

午
前
８
時
30
分 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
熊
野
神
社
～
岩

鼻
運
動
公
園
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

※
出
発
前
に
令
和
６
年
度
の
完
歩
・
努
力
賞
の
表
彰
式
を 

 
 

行
い
ま
す
。 

❖
５
月
ウ
ォ
ー
ク 

「
東
松
山
ぼ
た
ん
園
コ
ー
ス 

（
約
５
㎞
）」 

 

と 
 

き 

５
月
２
日
（
金
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

     

集
合
時
間 

午
前
８
時
30
分 

 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
西
明
寺
～
東
松 

山
ぼ
た
ん
園
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

退
任
の
挨
拶 

前 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長 

田
中 

久 

こ
の
度
、
令
和
６
年
度 

を
も
ち
ま
し
て
、
平
野
市 

民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
を 

退
任
致
し
ま
し
た
。 

４
年
間
の
在
職
中
、
平 

野
地
区
の
皆
様
に
は
、
大 

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

事
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

所
長
に
就
任
し
た
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
施
設
も
一
時
制
約
せ
ざ
る
を
得
な
い
時

期
も
有
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
よ
り
ほ
ぼ
平
常
に
戻
り
、
各

種
事
業
計
画
、
利
用
団
体
の
活
動
が
再
開
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前

の
状
態
に
な
り
活
性
化
し
て
参
り
ま
し
た
。 

在
職
期
間
中
、
平
野
地
区
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
は
じ
め
、
自
治
連
平
野
支
部
及
び
各
種
団
体
、
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
平
野
地
区
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
多
幸
を

祈
念
し
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

    い
き
い
き
パ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
事
業 

 

こ
の
事
業
は
、
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
東
松
山
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
む
「
心
の
こ
も
っ

た
地
域
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０
」
の
一
つ
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
を
支
援
し

て
い
る
も
の
で
す
。 

 

対
象
事
業
に
参
加
し
た
と
き
は
、
東
松
山
市
い
き
い
き
パ

ス
・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。 

 

ポ
イ
ン
ト
付
与
期
間
中
に
な
る
べ
く
多
く
の
事
業
に
参
加

し
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
ま
し
ょ
う
。 

 

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
、
高
齢
介
護
課
又
は
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
し
込
み

は
年
度
内
一
回
に
限
り
ま
す
。
） 

 

後
日
、
奨
励
品
と
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
郵
送
し
ま

す
。 

       

〇
対
象
事
業
の
一
例 

 

・
ハ
ッ
ピ
ー
体
操 

・
特
定
健
康
診
査
等 

令
和
七
年
四
月
一
日
発
行 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

第
三
六
五
号
☎
二
五
―
二
二
二
〇 

▼
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
業
務
（
申
請
・
交
付
）
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
（
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
）
の
交
付
申
請 

・
戸
籍
謄
本
抄
本
等
の
交
付
申
請 

・
粗
大
ゴ
ミ
の
申
請
等 

東松山市公式 

モバイルサイト 

二次元コード 

対象事業ロゴ 



彩 北 た よ り 

  

・
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
・
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 
・
き
ら
め
き
出
前
講
座
な
ど 

 

対
象
事
業
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
高
齢
介
護
課
で
ご

確
認
く
だ
さ
い 

落
語
寄
席
ｉ
ｎ
平
野 

 

「
林
家
け
い
木
」
「
春
風
亭
ら
い
ち
」
出
演 

 

２
月
24
日
（
月
・
祝
）
、
社
会
福
祉
協
議
会
平
野
支
部
主

催
の
「
落
語
寄
席
ｉ
ｎ
平
野
」
を
、
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
、
プ
ロ
の
話
芸
に
納
得

と
大
き
な
笑
い
が
広
が
り
ま
し
た
。 

   

 

 
 

 
 
 

 「
林
家
け
い
木
」
さ
ん
は
、
３
月
の
真
打
昇
進
か
ら
「
林

家
木
久
彦
」
に
改
名
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
名
前
は
、
師
匠
・
林
家
木
久
扇
の
木
久
、
大
師

匠
・
彦
六
の
彦
か
ら
つ
け
た
よ
う
で
す
。 

令
和
７
年
度
開
講
予
定
教
室
一
覧 

 

令
和
７
年
度
、
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

で
開
講
す
る
教
室
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

〇
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
教
室
（
８
月
募
集
開
始
） 

 

日
頃
使
う
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
っ
て
、
き
れ
い
な
字
を
習
得 

し
ま
す
。 

定 

員 

24
名
（
予
定
） 

 

予 

定 

９
月
～
10
月 

計
７
回 

 

※
細
部
の
日
程
は
「
彩
北
た
よ
り
５
月
号
」
、
募
集
の
詳 

 
 

細
に
つ
き
ま
し
て
は
募
集
開
始
月
の
「
広
報
ひ
が
し
ま

つ
や
ま
」
「
彩
北
た
よ
り
」
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

平
野
地
区
第
29
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
親
善
ゴ
ル
フ
大
会 

「
第
29
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。 

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。 

と 
 

き 

６
月
12
日
（
木
）
雨
天
決
行 

 

場 
 

所 

川
越
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ(

東
・
西
コ
ー
ス
） 

 

募
集
人
員 

80
名 

対 
 

象 

平
野
地
区
内
に
在
住
・
在
勤
の
方 

費 
 

用 

１
２
，
５
０
０
円
（
プ
レ
イ
、
昼
食
、
パ
ー

テ
ィ
ー
費
込
み
） 

参 

加 

費 

１
，
０
０
０
円 

締 

切 

日 

５
月
４
日
（
日
） 

競
技
方
法 

後
日
参
加
者
に
資
料
を
配
布 

連 
絡 
先 

事
務
局 

有
岡 

☏
39-

３
０
１
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  

０
８
０-

３
６
９
１-

４
７
４
６ 

花
い
っ
ぱ
い
運
動 

各
自
治
体
に
配
布
さ
れ
る
ハ
ー
フ
苗
が
春
の
花
に
植
え
替

え
ら
れ
ま
す
。 

ハ
ー
フ
苗
の
配
布
は
５
月
中
旬
の
予
定
で
す
。 

花
い
っ
ぱ
い
推
進
員
の
皆
さ
ん
、 

ハ
ー
フ
苗
の
定
植
や
花
壇
の
管
理
に 

ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

平
野
句
会
３
月
例
会
作
品 

・
啓
蟄
や
池
の
緋
鯉
も
動
き
だ
す 

 

講
師
詠 

岩
渓 

し
げ 

・
プ
チ
プ
チ
と
木
の
芽
揚
げ
を
り
色
の
濃
し 大

澤 

和
子 

・
一
浪
を
決
め
て
古
靴
ま
ま
の
春 

 
 

福
村
見
知
子 

・
春
の
雪
子
ら
待
ち
か
ね
し
放
課
か
な 

柿
田 

和
子 

・
嬰
児
の
ス
ッ
ク
と
立
ち
て
弥
生
か
な 

阿
部
ハ
ツ
ヱ 

・
春
駒
の
如
カ
ン
バ
ス
に
夢
馳
せ
り 

 

小
島 

智
行 

・
岩
殿
の
天
突
く
よ
う
な
大
銀
杏 

 
 

小
島 

勉 

石
碑
「
ば
ん
ば
の
お
塚
さ
ま
」 

馬
場
橋
（
ば
ん
ば
は
し
）
の
出
口
側
（
東
松
山
市
沢
口 

町
31-

13
先
）
の
た
も
と
に
「
ば
ん
ば
の
お
塚
さ
ま
」
と

い
う
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。 

戦
国
時
代
、
こ
の
地
は
、
松
山
城
の
馬
場
で
あ
っ
た
。 

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
戦
国
時
代
、
家
老
の
若
様
が
馬 

術
の
稽
古
中
に
落
馬
し
死
亡
し
た
。
住
民
は
そ
の
死
を
悼 

み
そ
の
霊
碑
を
奉
っ
た
と
い
う
。
そ
の
碑
が
「
お
塚
さ
ま
」

と
称
し
親
し
ま
れ
、
住
民
は
危
害
防
止
、
疫
病
除
け
の
神 

と
し
て
信
仰
厚
く
崇
敬
し
、
正
月
に
は
、「
ダ
ン
ゴ
サ
シ
」

を
供
え
、
更
に
近
所
の
参
拝
者
は
細
竹
の
節
の
あ
る
「
お 

た
る
」
と
い
う
酒
を
汲
み
入
れ
る
も
の
を
作
り
、
酒
を
少 

々
注
い
で
二
本
一
組
を
供
養
参
拝
し
て
居
た
と
い
う
こ
と 

で
す
。 

昭
和
55
年
か
ら
東
平
地
内
は
区
画
整
理
事
業
が
施
行
さ

れ
、
昭
和
61
年
７
月
に
現
在
地
に
「
お
塚
さ
ま
」
の
碑
が

再
建
さ
れ
ま
し
た
。（
参
考
：
石
碑
背
面
な
ど
よ
り
） 

林家 けい木 

春風亭 らいち 

馬場橋の袂に建つ 

ばんばのお塚 

ばんばのお塚 

（背面） 


